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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
町
民
み
な
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
穏
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
世
界
的
な
原
油
高
や
金
融
恐
慌
に
よ
り
経
済
不
況
が
深
刻
化
し
、

年
の
あ
け
た
現
在
で
も
日
本
経
済
は
予
断
を
許
さ
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。 

　
今
年
は
丑
年
、
古
来
よ
り
丑
は
、
粘
り
強
さ
と
温
和
な
性
格
か
ら
、
苦
難
を

乗
り
越
え
て
前
進
す
る
「
神
の
使
者
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
丑
」
の
よ
う
に
、
ど
っ
し
り
と
安
定
し
た
一
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。 

　
今
、
地
方
分
権
や
自
治
の
あ
り
方
が
大
き
な
論
点
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

金
山
町
議
会
は
、
引
き
続
き
「
行
動
す
る
議
会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
新
た
な
視

点
で
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
経
済
危
機
、
あ
る
い
は
、
我
慢
の
時
代
と
言
わ
れ

る
な
か
に
あ
っ
て
、
町
民
み
な
さ
ま
の
英
知
と
互
助
の
精
神
を
大
切
な
も
の
と

し
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
「
自
律
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
確
か
な
も
の
に
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
結
び
に
、
町
民
み
な
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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年
頭
の
あ
い
さ
つ 

　
12
月
定
例
議
会
が
、
12
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
３
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
案
件
は
条
例
の
制
定
・

改
正
３
件
、
補
正
予
算
６
件
、
規
約
の
変
更
１
件
、
人
事

案
件
１
件
な
ど
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。 

◎
主
な
財
源 

　
　
・
地
方
交
付
税
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
９
，９
７
９
千
円 

　
　
・
国
庫
支
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
，９
７
３
千
円 

　
　
・
県
支
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
，２
８
２
千
円 

　
　
・
寄
附
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
，０
０
９
千
円 

 

◎
主
な
使
い
み
ち 

　
○ 

総
務
課 

　
　
・
か
ね
や
ま
応
援
基
金
積
立
金
　
　
　
　

１
，９
５
８
千
円 

　
○ 

健
康
福
祉
課 

　
　
・
灯
油
購
入
費
助
成
金
　
　
　
　
　
　
　

２
，０
０
０
千
円 

　
　
・
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
・
医
療
費
　

４
，３
２
３
千
円 

　
　
・
診
療
所
運
営
費
補
助
金
　
　
　
　
　

５
０
，０
０
０
千
円 

　
○ 

環
境
整
備
課 

　
　
・
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
　
　
　

１
，２
６
８
千
円 

　
　
・
水
道
事
業
会
計
補
助
金
　
　
　
　
　

１
３
，９
０
０
千
円 

　
○ 

産
業
課 

　
　
・
常
用
労
働
者
新
規
雇
用
奨
励
金
　
　
　
　
　
５
０
０
千
円 

　
　
・
美
し
い
森
づ
く
り
整
備
事
業
補
助
金
　

３
，４
５
１
千
円 

　
　
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
農
業
機
械
等 

　
　
　
緊
急
整
備
対
策
事
業
　
　
　
　
　
　

１
２
，５
３
７
千
円 

　
○ 

教
育
委
員
会 

　
　
・
耐
震
診
断
委
託
料
　
　
　
　
　
　
　

１
２
，５
９
８
千
円 

 

12月定例議会 

   

松
田
誠
治
議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
周
知
方
法
は
。 

町
長
　
東
京
金
山
会
の
総
会
な
ど
機

会
あ
る
ご
と
に
お
願
い
し
て
い
る
が
、

今
後
も
町
出
身
者
な
ど
に
呼
び
か
け

て
い
き
ま
す
。 

栗
田
保
則
議
員
　
診
療
所
の
赤
字
額

が
予
想
を
超
え
て
い
る
。
し
っ
か
り

し
た
財
政
計
画
が
必
要
だ
。 

町
長
　
収
益
減
の
要
因
は
、
想
定
を

超
え
て
入
院
患
者
数
が
大
幅
に
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。 

　
経
営
の
健
全
化
に
努
め
る
が
、
厳

し
い
状
況
が
続
け
ば
第
二
の
改
革
も

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。 

中
村
忠
三
議
員
　
火
災
等
で
町
民
が

住
宅
に
困
窮
し
た
場
合
、
町
の
空
き

公
舎
を
活
用
で
き
な
い
か
。 

川
崎
総
務
課
長
　
全
体
的
な
公
舎
の

あ
り
方
を
含
め
て
、
町
民
の
非
常
時

な
ど
で
の
利
用
を
検
討
し
ま
す
。 

寒
河
江
宏
一
議
員
　
冬
期
間
の
水
道

漏
水
の
防
止
と
不
可
抗
力
で
の
漏
水

分
の
水
道
料
金
の
取
り
扱
い
は
。 

押
切
環
境
整
備
課
長
　
漏
水
防
止
の

チ
ラ
シ
な
ど
で
周
知
し
ま
す
。 

不
可
抗
力
と
認
め
ら
れ
る
漏
水
の
減

免
が
必
要
と
の
方
向
で
検
討
し
て
い

ま
す
。 

矢
口
政
一
議
員
　
耐
震
診
断
の
内
容

は
。 

小
沼
教
学
課
長
　
建
築
基
準
法
の
改

正
に
よ
る
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め

に
、
金
山
・
有
屋
小
学
校
の
校
舎
建

物
に
つ
い
て
実
施
し
ま
す
。 

岸
綾
子
議
員
　
安
全
な
水
道
水
を
使

用
す
る
た
め
に
、
家
庭
井
戸
水
か
ら

の
切
替
え
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
。 

環
境
整
備
課
長
　
水
質
検
査
の
実
施

や
家
庭
訪
問
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

早
坂
憲
明
議
員
　
広
域
消
防
の
高
機

能
消
防
指
令
分
担
金
の
大
幅
な
減
額

理
由
は
。 

山
田
町
民
税
務
課
長
　
広
域
消
防
で

行
っ
た
入
札
結
果
に
よ
り
分
担
金
を

精
算
し
て
い
ま
す
。 

須
藤
典
夫
議
員
　
公
共
下
水
道
の
加

入
率
を
上
げ
る
た
め
の
対
策
は
。 

環
境
整
備
課
長
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
可
能
な
限
り
未
加
入
世

帯
に
個
別
に
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。 

小
野
寺
賢
一
議
員
　
農
業
機
械
緊
急

整
備
対
策
事
業
の
対
象
と
な
る
の
は
。 

正
野
産
業
課
長
　
省
エ
ネ
型
、
燃
料

を
軽
減
す
る
こ
と
の
で
き
る
機
械
や

設
備
が
対
象
に
な
り
ま
す
。 

質
疑
内
容 

質
疑
内
容 

質
疑
内
容 


